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|がんばろう 日本 |の 日の丸に寄せ書きをする」CA研 修員の皆さん (20111016 MFAフ ェスタで)
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416 MFAサ ロン 「マインブルクを知ろう」〔□

グハウス〕
419～ 428 マインブルク市民来日 (311東 日本

大震災の影響により中止)
5 7 ポランティア日本語講師研修会その1〔 ログ

ハウス〕
5 ? 青年交流委員会 新入会員歓迎会 〔道頓堀〕

5 8 MFA理 事会 〔ログハウス〕
515 平成 23年度守谷市青少年海外派遣事業派遣団

面接審査参加
522 Wecometo M FA〔 ログハウス〕

522 MIFA総 会 〔ログハウス〕
522 総会後講演会 「宇宙から見た守谷と東日本大

震災」〔ログハウス〕

522～ 731 第 49回 外国人のためのポランティ

ア日本語講座 〔ログハウス〕
528 ボランティア日本語講師研修会その2(ロ グ

ハウス〕
530 放課後ことも教室 「太平洋の島国」〔守谷小

学校児童館〕
6 4 ボランティア日本語講師研修会その3(ロ グ

ハウス〕
611 青年交流委員会交流会 〔もりや学びの里〕
612 平成23年 度守谷市青少年海外派遣事業派遣団

事前研修参加 〔白寿荘〕
711 放課後こども教室 〔黒内」ヽ学校体育館〕
725～ 85 守谷市青少年海外派遣事業 〔マインプ

ルク市〕
731 第 49回外国人のためのポランティア日本語講

座修了式 〔ログハウス〕
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,|,ス コウ,'+ア の特命全に ヽⅢ 卜■ラホ

ミ ル シュトス大使″お|」さ1ンイ「わイ1ェンた

朝のうち降 ]ていた雨t諾 ■会が,∴よるし|に

は 1,t' 会場と| フヽt□ ,ハ ウスは ワう人

●

`力

Jき,)●1気で2い くらいでした

恒●に:●つた大|1諭演会t今 回て 0し ″教え

よす 発足匿もない 1993=1平 成 5年 )の イ

スラエル人|■を|・招さし′た第 '「 から 、11本

人にお11を1司うこと,11か け 今回の訓口で,

11 ` lヽl本人にこ来場t′てt たヽだくのは 10人 に

',`llま
す

秒

■■キtスC,ァ キアの●イ● 歴史について,

0こさ11 くヽ角|オlられ な1[者から出された●問

にし 考えな,,ら一つひとつ ]掌に答えられて

t ま`した ■■者たちはその長い歴史の一i話に1,十

1鯰ち

大使の性力ととも「0,市会,1=l li , t′

`t,余
部をヽし

/・,こt ま` ′t

レ

【スロヴァキアメモ】
スロウァ■ア|十三― ||, ●ヽ 民■おt, ■―スト
リア ,ヽンtリ ー チ I Jl、ととF■ を|:tてし|(1ヽ

|10カ ′ヽd)●(, 2009■ 1句 1に ユ,10単 一

消■ ■―¬J■   ■■□0¬ と: て́,,■1●T■
'、16カ 国∃のユ し●綱Iと ,|り■|「  ■判JFフ ラ

テス7.''・ ■ 11ち I共 ■ス ■ ■キア十

`□

F=ム
θ)者FI1 7Fリ

「t¬1:■■|′
^お
|'やり,11由‐II●■■||■ 31

「や| スホーツ:二■,],Di t帯 とスロ■「■ア LIト

ト●●性方が●|ります

8 5 平成 23年 度守谷市青少年海外派遣事業派遣

El帰国報告会 〔市役所〕
820～ 821 北守谷地区夏祭出店 〔立沢公園〕
826 守谷市国際交流員ベッカー ヨーク氏着任
830 平成 23年 度第 1回 国際交流 協カネットワ
ーク会議及び多文化共生推進会議参力0〔茨城

県開発公社ビル〕
9 3 第 1回英語ておしゃべり「hobbyJ〔ログハウス〕
9 4 古河市国際交流協会視察 〔ログハウス〕
924 青年交流委員会新入会員交流会 〔新三郷ボウ

リンク場〕

924～ 925 第 28回 守谷市商工祭～きらめき守谷

夢彩都フェスタ出展 〔守谷駅西□広場〕
928～ 127 第 50回 外国人のためのボランティア

日本語講座 (0グ ハウス〕
930 定住外国人の就労 就学サポートに関わる情
報交換会参加 (常総市〕

10 1 ボランティア日本語講師研修会 (中級前期)
その1(0グ ハウス〕

10 1 第2回英語ておしゃべり 「アメリカJ〔ログハ
ウス〕

10 3 放課後子ども教室 〔大井沢小学校体育館〕
10 8 ポランティア日本語講師研修会 (中級前期)
その2〔 ログハウス〕

1016 MIFAフ ェスタ2011「われら地球人」(ログ
ハウス〕

1019 筑波大学学長主催外国人留学生懇談会、地域
交流団体との意見交換会参加 〔筑波大学〕

1021 アーカスフロジェクトオーフニングセレモニ
ー出席 〔ログハウス〕

11 5 第3回英語ておしゃべり 「旅行J(ロ グハウ
ス〕

1112 第15回 M FAコンサート パラクアイ音楽「ア
ルバ」 (0クハウス〕



『がわばろう□利 皿

10月 16日  」CA研 修員を招待して 秋恒lllの

M FAフ ェスタがログハウスを会場に行われました。

参力0者は JCA研 修員が 30カ 国 43人  そのほか

ドイツ アメリカ 中国の方の参加もあり 日本を含

め 34カ 国 210人 の一大イベントとなりました。

今回はフェスタでは初めて行われる投扇興や恒例の

際人に育つきつかけになればと思います.

後半のパフォーマンスでは ひょつとこ よさこい

ソーランに」CA研 修昌も飛び入りで参カロし 最後は

参力□したたち全員が大きな輪になつて踊りを楽しみま

した。

最後に 研修員から寄せられたメッセージが書かれ

た日本国旗を中央に集合写真を撮り 「がんばろう

日本Jの 一体感を記念として残すことができました.

着物の着付け 茶道 書

道や折り紙体験など日本

文化を紹介し

あちこちで高

校生やポーイ

スカウ トの若

い人たちと交

流する姿が見

ら れ ま した。

これをきつか

けに若い人た

ちが今後 国

り
こ
　
０
こ

1119 外国人のためのポランティア日本語講座第

50回 記念行事 「太巻き おにぎり作り、茶

道体験」〔ログハウス〕

12 3 第 4回 英語ておしゃベリ 「Food」 〔ログハ

ウス〕
3 ログハウス節り付け 〔ログハウス〕
8 第50回外国人のためのポランティア日本語

講座修了式 〔ログハウス〕

その1(ロ グハウス〕
121 国際理解WG定 例会 「ブータンの紹介」(□

グハウス〕
128 ポランティア日本語講師研修会 (中級後期)
その2〔 ログハウス〕

2 4 第5回 英語ておしゃべり 「MOV E」 (0グ

ハウス〕
2 8 放課後子ども教室 〔大野小学校〕
225 世界を知るシリーズ第 19回  「スロヴァキ

ア大使講演会」 〔ログハウス〕
3 3 第6回 英語ておしゃべり 「フリートーク」

〔ログハウス〕
317 MIFAサ ロン 「東ドイツの日常生活と1989

年からの変化」〔ログハウス〕
325 国際理解講演会 「ポルネオの熱帯雨林と日

本の便利な生活とのつながりJ〔ログハウス〕
3 34 MlFAニ ューズレターNQ 56発行 (全戸配布)

1210 イヤー エンド バーティー 〔ログハウス〕
1227 ログハウス飾り付け撤去 〔ログハウス〕
114「 ようこそ守谷へ 2011」 出展 〔市民交流プ

ラザ〕
114～ 15 筑波大学留学生ホームステイ 〔ログ

ハウス)
118～ 0321 第 51回 外国人のための日本語講座

〔ログハウス〕
121 ポランティア日本語講師研修会 (中級後期)



圏 国際

ずれも 「太平洋の島国」で

児童が参カロしました。

守谷小学校ではフロジェクターを使いスクリーン

に大きく映し出した映像に子どもたちは興味深げに見

入つていました。大きな石のお金やバンジージャンフ

島国の深刻なごみ問題にも触れ 子どもたちの反応は

「ブータンリポート」

1月 21日 に行わ

れた定例会では プ

ータンリポートが行

われました。

ブータンは 6NP

の代わりにGNH(国

民総幸福量=6ross

Nalonal Happhess)を 指標に国造りを進めて

います。国連では 「後開発lT上国Jに 分類され 世界

の最貧国とも受け取られる国ですが 物質的な豊かさ

だけでなく 精神的な豊かさも尺度に入れた 「幸福

量」を提唱しています。多くのプータンの人にとって

GNHは  マーケティングの道具でもなければ ユー

トビア哲学でもありません。生きていくための具体的

な構想なのです。GNHの 柱は Ⅲ持続可能な開発

●環境保護 ●文化の保全と振興 ●,優れた統治の4

つ。今 ブータンは GNHを 掲げて政策を推進する

ことで 世界の注目を集めています。

参力0した人たちは 美しいヒマラヤの景色や穏やか

なプータンの人たちの笑顔を見ながら 何を思い 何

を感じたのでしょうか。

「放課後ことも教窒」

5月 30日 守谷小学

校 7月 11日 黒内小

学校、10月 3日 大丼

沢小学校 2月 8日 大

野小学校を会場に 「放

課後こども教室Jを 行

いました。テーマはい

4校 とも 100人 近くの

良く 十分楽しんで

くれたようです。

黒内小でも員の

コーナーは大人気。

子どもたちは元気よ

くクイズに参力0し

質問や自分の意見を

発表していました。

「国際理解ワークショップ」
～ボルネオの熱帯雨林と日本の便利な生活のつながり～

3月 25日  国際理解ワーキング グループ主催に

熱帯雨林の伐採 アプラヤシ大規模農園の舌LPTR発等で

野生動物のすみかが失われつつあります。これらの変

化は 遠い国の出来事ではなく 実は 日本の便利な

生

'6と

関わりがあるのです。

講師は星撻大学准教授でボルネオ保全 トラス トジ

ャバン理事長をされている坪内俊憲先生で ボルネオ

が置かれている状況 発展途上国のPIS発と地球規模の

環境保全についてお話しいただきました。限られた世

界の中で どう環境を維持しつつ開発を行つていくの

か 再生可能なエネルギーだけで今の私たちの生活は

継続できるのrJ。後世への負担はどの程度許されるの

か。さまざまな課題を与えられた2時 間でした。

よる講演会が行われ

ました。

今年のテーマは

「環境保全J。今 地

球の命と言われてい

る熱帯雨林の生態系

に変化が起つていま

す。ボルネオでは

l□l県Httm―

国際理解WGは 、3年前から 「太平洋の島国」というテ
ーマて、市内各小学校の 「放課後子ども数室」に参加して
きました。活動の中で子どもたちに伝えたいことは 「世
界にはいろいるな国があることを知り、それらの国に興味
を持ち、世界中の人たちと仲良くなろうJと いうことです。
24年度は新たなテーマに取り組みます。それは、子ど
もたちに具体的に世界とのつながりを感じてもらう機会を

提供することて 世界の伝続的民族衣装の試着体験やその
国の具体的な文化 生活を写真、展示物 本などで紹介し
ようと考えています。

そのため 海外に滞在していた方、海外の情報をお持ち
の方 環境問題について知識のある方 途上国支援に関心
のある方 「故課後子ども教室」スタッフとして参加いた
だける方を募集しています。
また 「放課後子ども数室」て使うための世界の民族衣
装や工芸品などを探しています。提供いただける方がおり
ましたら、あわせてご連絡をお願いします。
お問い合わせはメール (1面右■)ま たはFAX(0297-
470188)て お願いします。

定例勉強会 :毎月第3土曜日午後4時～6時 (ログハウス)
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スベイン語で 「ハーフJと 呼ばれる楽器を

ラテンアメリカでは 「アルハJと 言いま,.

11月 12日 にログハウスで行われた M FAコ

ンサートは 「アルハ デ■オ ソンリーサJ

のエンリケ カレーラさん 松本亜里沙さん

ご夫妻をお呼びしてのコンサートでした,

E Condo「 Pasa(コ ンド

ルは飛んでいく)と 続き

最後は I Mo Ondo CafёJ

で締めくくられました.

この曲は日本では西EE佐

知子さんが歌つた 「コー

ヒールンパJと いう曲で

知られていますが 原由はベネスエラの作由家ホセ

マンソ ヘローニがコービーをモチーフに 1958年 に

作詞 作由したもので (意味は 「コービーを挽きなが

らJ)べ 0-二 の甥でアルバ秦者のウー」 プランコ

の演奏で世界的にビットした曲です.

コンサート終了後の懇親会では 楽器に触れること

もでき 子どもたちも弦を弾きながら目を輝かせてい

ました.

ご夫妻ともに世界を舞台に活躍されており エン

リケさんは心地よい力強さの中に優しさを感じさせる

音色で 亜里沙さんは優しく繊細な音色で聴衆を魅了

しました。エンリケさんは 2010年 9月 に行われた

キリンチャレンジカッフでバラクアイ国歌を斉唱した

こともあります.

コンサー トは ヒ esada(到 着)か ら,台まり

9月 4日  古河市国際交流協会の皆さんが M FA

を視察に訪れました。

古河市は 古河両 総和町 三和町が平成 17年 に

合併して誕生した新しい市です。それまで各自治体に

あつた国際交流に関係する4つ の団体が平成 20年 に

統合し 古河市国際交流協会として発足しました。現

在 会員数は 170人 でらつの部会があります..

視察には古河市から33人 の会らが参カロし M FA

の出席者を合わせると46人 という大人数の会合にな

りました。設立問もないためか 古河市からは 「会員

の募集方法J「協会内の人材育成J「事務所や事務邑の

体制J「市のパックアッフJ「在住外国人との交流で

力を入れていることJ「駐El大使講演会を開催するた

めの交渉はJ「J CAと の関係をどのように築いたかJ

など具体的で幅広い質問がありました.

M FAも 設立前後に先進市を視察し さまざまな,□

恵を拝惜し協会活動の参考にしてきました,視察に訪

れる団体があるということは M「 Aの 活動が評価さ

れているとも考えられます。また どのような活動を

していてもそれが対外BIに発信されなけねは他の目に

留まることもありません これからもさまさまな機会

を捉え 1東極的に活動をPRし ていきたいと考えます。



θM!FA総 会や
5月 22日  平成 23年 度 M FA総 会がログハウス

で行われました。

会長あいさつのあと 橋本孝夫守谷市昌J市長の来

賓あいさつがあり 続いて議事に入り 2010年 度活

動報告 決算報告 監査報告 2011年 度事業計画

予算案が承認 可決されました。

また 今年度は役員改選の年にあたり 理事 監

事の選任について提案があり 原案のとおり承認され

ました。その後臨0寺理事会が開催され 理事の互選に

より会長 島J会長が選出され 名誉会長 顧問 事務

局長などが委嘱され 2年 間の役員体制が整いました。

総会の後 M FA会 員である千葉大学協力研究員

伊東明彦さんによる 「宇宙から見た守谷と東日本大震

奥Jを テーマに講演会が行われました。

郷 谷翼無に出店期

8月 20日  21日 の二日間に行われた北守谷地区夏祭に出

店しました。あいにくのお天気で売り上げは思つたよりありま

せんでしたが 親睦を重視し 二日間で 69人 もの人たちがお

手伝いしてくれました。中でも青年交流委員会の協力が大きか

つたです。机や椅子 発電機や照明器具などもいろいろな方の

協力で用意できました。

M FAの PRに もなり また 裏方をしながらの交流もあり

夏祭を楽しみながら集う良い機会となりました。

セ7蒻″場し膝
11月末 M FAは ショーケースを購入し

0グ ハウス小ホールに設置しました。

これまでさまざまな国 機関 人たちと交

流し 大使講演会や M FAサ ロン 姉妹都

市交流などを通じて ブレゼント交換を行

つてきましたが

それらを展示す

る場所がありま

せんでした。

今回 せ つか

くの贈り物を市

民共有の財産と

して見ていただ

こうと設置した

ものです。

ログハウスに

来 られたとき

ちょつと覗いて

みませんか。

重亜壺己U盤幽□
9月 24曰  25日 に守谷駅前広場で行われた守谷

市商工まつりに出展しました。

祭り自体は年々盛んになりそれなりの人出もありま

した。新規会員の力0人はありませんでしたが M FA

の活動を知つてもらう良い機会になりました。

バザーも会員から物品の提供がたくさんあり 収益

を上げることができました。提供された会員に感謝い

たします。



「日本語講座第 50回 記念行事」

1994年 から故カロ納正康先生が提唱して始まつた

「外国人のためのポランティア日本語講座Jも  9月

28日 から始まつた回が E「切りの 50回 目のP13催と

なりました。

これを記念して 11月 19日 に日本語講座受講生

やその家族 10人 と講師をヽめているボランティア

13人 がログハウスに集まり記念行事を行いました.

当初 バスハイクという案もありましたが いつ

も講座で顔を合わせる人たちですが 講座ではゆつく

リフライベートなことまで話すB寺間もないので 日本

の食文化を紹介しながらの懇親会がよいのではという

意見があり 皆で太巻きやおにぎりを作り 日本固有

の果物の柿を味わいました。講師が師匠となった茶道

体験や守谷かるた 碁並べ 将模などの日本のケーム

も行い 楽しい一日となtlました。

「日本語講師勉強会」

日本語ボランティア講師研修会中級コースが

春と秋に行われ 16人 の受講生が日本語講座の

受講生をいかに指導するかを学びました.

「ボランンティア日本語講座」

今年度も3回  日本語講座が開かれました.東 日本

大震災の影響もありましたが 例年どおりの開催とな

りました.

修了式では 1亘例の受講生による日本語スピーチが

行われ 学習の成果を披露しました.,

9月 3日から語学研修委員会の新規事業 「英語でお

しゃベリ M FA Chat Sa onJが始まりました。

このサロンは 「英語が好きrd人J「 普FQ英語を使

う機会がなくて
｀
と思つている人J「 t ろヽいうな人と

英語で話してみたいJ「 ただ今英語を勉強■Jな どの

人を対象に お茶を楽しみながらおしゃベリをする企

画です.

初回のチャット (テーマは 「hobbyJ)に は 37人

が参カロじ アンケートでは 「とでも楽しくできたJ「言舌

が弾んで 3寺間が足りないくらいだつたJ「久しぶリ

に英会話を楽しんだJ「コーディネーターがいたから

安心だった」「次回もまた 参加します IJな どの感

想が寄せられています。

PT5催は毎月第一土曜日.毎 回違うテーマで行い 第

2回 の 「アメリカJで は Aヒ Tの エミリーさんをお

迎えして日本の印家などをお聞きしました.

この催しは4月 以降も毎月行います,興 味がある方

はせひご参加ください.

なお ブログを作成しましたので テーマの確認や

参加中し込みはフログからお願いします.

(Coog eな どで 「MIFA chat sa on」 で検索)



筑波大留学生ホームステイ
「マインブルクを知り、行つてみようJ

4月 16日  マインブルク市との市民交流をもつと

深めようと 前回の守谷市青少年海外派遣時の写真を

使い 同市を紹介するサロンが行われました。

参力0者の中には23年 度の海外派遣事業に応募予定

の中学生もいて 参力0者からは もう少し詳しくマイ

ンプルク市について知りたいという発言もありまし

た,

市民レベルで

の姉妹都市交流

をどう進めてい

くかこれからも

検討したいと思

います.

「東 ドイツの日常生活と 1989年 からの到 ヒ」

3月 17日  ロクハウスを会場に 守谷市国際交流

員のヨークさんをお招きして 東 ドイツ崩壊を日常生

活の観点から語つていただきました。また 昨年度青

少年海外派遣団の団長にも マインブルク市の体験譲

を語つてもらい

ました。講演会

終了後 交流会

が行われ お茶

を片手にあちら

こちらでドイツ

訟義の花が開き

ました。

1月 14日 から 15日 にかけて 筑波大学留学生を

対象としたホームステイが行われました。今回は留学

生6人 (中国2人  タイ ドイツ ヘルー ルーマニ

ア各 1人 )か ら希望がありました。当日 受け入れ

が 1家庭キャンセルになりましたが 2人 を受け入れ

てくれた家庭があり 無事行うことができました。

対面式では M FA会 員が書道でのカレンター作り

を指導し 書道の実演も好評でした。人数が例年より

少なかつたこともあり 留学生のお国自慢コーナーに

も十分な時間を取ることができて 楽しめました。

: MIFAて のホームステイは筑波大学留学生の間で :

:も 好評とのことて、また 受け入れを希望する家庭 :

:も 多く 今後も継続していく予定です。ただ 市報 :

:な どでの公募は行わず、日学生の受け入れを希望す :

三る方は 事前の登録が必要になります。メ
ール (ア :

: ドレスは1面右上に記載)て お問い合わせください。 :

裂舞:認留餓
平成 23年 の締めくくりは 12月 10日 に行われ

たイヤー エンド バーティーでした。

今年度は 3月 の震災の余波で様々なイベントなど

が中止 延期され 春だけでなく秋には台風の影響で

日本語講座も 1週繰り延べになるなど記憶に残る年と

なりました。また ここ数年受け入れていた 「東アジ

ア青少年大交流計画Jに よるホームステイもありませ

んでした。声がかかれば受け入れようと心待ちしてい

たのに 残念な結果になりました。
一方 10月 に行われた M FAフ ェスタで」CAの

研修員が書いてくれた寄せ書きのように 世界の人た

ちとのつながりを改めて感じさせてくれた年でもあり

ます.放 射能汚染を心配したマインブルク市民からは

「守谷市の子どもたちを受け入れようかJと のメッセ

―ジが届いたこともうれしいことでした。

バーティーのアトラクションでは 老人ホームの慰

問を続けている 「Y to KJの 皆さんによる演奏が行

われ 中高年には懐かしい「旅人よ」「二人でお酒をJ「な

ごり雪」などの曲が演奏され 参力0者全員が合唱に参

力0するコンサートとなりました。

また 日本語講座受講生のタイ人の方が自国の料理

を持参してくれて 外国の家庭料理も楽しめ 24年

につながる交流会となりました。


